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 「遊びこむ」姿を捉える保育者の視点
――「遊びこむ」という慣用語を中心に――
久米 A Childcare Worker's Point of View of the Figure of "Asobikomu": 















































































































2017 年 5 月～2019 年 5 月までの 2 年間とする。 
（2）調査方法と手段 
A 市，K 市，I 市にある公立幼稚園 5 園に調査協力
を依頼し，一人 20 分から 30 分，構造化したインタ
ビューを行った。内容は，子どもが「遊びこむ」姿に


















































































































































































 インタビューを行った他の 3 園についても上記の表の







































ト行った 31 人の遊びの場面をまとめたものである。 
表３「遊びこむ」姿を捉えた場面 (複数回答有) 


































































































































































































































① モデルになる ④  一緒にする、本気で遊ぶ
② 共鳴する ②④ 受け止め、共感、認め
③ 対話する ③  言葉がけ、認め、ヒント、共有































ついて，写真 1.2 を記す。 
写真 1 砂場の環境構成 












































写真 4 秋を感じる環境構成 
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